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【はじめに】 

  太陽電池の高効率化には、多接合化・集光技

術必要である。そこで、波長スプリッティング

型太陽電池が提案され研究されている[1]。現在

までに、a-Si:H//CIGS2接合で 21.6%の変換効率

を達成している[2]。本研究では、さらなる高効

率化をめざし、InGaP//GaAs//CIGS3接合波長ス

プリッティング太陽電池の I-V特性評価を行っ

た。 

【測定方法】 

  Figure 1に、測定に使用したソーラーシミュ

レータの概要図を示す。フィルタ 1, 2により入

射光を 3 つの波長帯に分割し、短波長光を

InGaP、中波長光を GaAs、長波長光を CIGS太

陽電池に照射する。それぞれの光は、球面平凸

レンズにより集光される。集光倍率は、レンズ

と太陽電池の距離を変化させることにより変

化させることができる。 

  光量の調整は、c-Si太陽電池用基準セルを用

いた。また、波長分割フィルタとしては、Fig. 2

に示す反射・透過率を持つフィルタを用いた。 

【測定結果】 

  Table I にそれぞれの太陽電池の波長スプリ

ッティング時の太陽電池特性を示す。3 つのセ

ルの合計効率は 26.3%となり、GaAs太陽電池単

体での 21.3%を上回った。これは、波長スプリ

ッティングを用いて多接合化することで、熱損

失・透過損失を抑制したからである。講演では、

集光特性も合わせて発表する予定である。 
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Fig. 1 Schematic diagram of 

solar simulator 

Table I Solar cell parameters in spectrum- 

splitting  condition 

Cell 
Voc 

(V) 

Jsc 

(mA/cm2) 
FF 

Eff. 

(%) 

InGaP 1.41 10.7 0.827 12.5 

GaAs 0.973 12.1 0.776 9.11 

CIGS 0.603 10.5 0.749 4.76 

Total  33.3  26.3 

 

 

Fig. 2  Characteristics of 

splitting filters 
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